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長
野
県
木
曽
町
。
西
に
御
嶽
山
を
望
む
こ
の

町
は
、
「
相
撲
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
2
0
1
7
年
の
大
相
撲
の
夏
場
所
と
名
古

屋
場
所
で
殊
勲
賞
を
獲
得
し
た
御
嶽
海
の
出
身

地
で
も
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
名
古
屋
と
長
野
を

結
ぶ
木
曽
路
の
街
道
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
木
曽
町
は
1
9
7
8
年
の
や
ま
び
こ
国
体

で
相
撲
の
競
技
会
場
と
な
り
、
39
年
が
過
ぎ
た

今
で
も
相
撲
が
町
の
看
板
で
す
。
町
内
の
す
べ

て
の
小
学
校
の
校
庭
に
土
俵
が
あ
り
、
体
育
の

授
業
で
は
女
子
児
童
も
相
撲
を
取
り
ま
す
。
毎

年
夏
に
開
催
さ
れ
る
町
民
相
撲
大
会
で
は
町
内

の
全
小
学
生
が
出
場
し
、
そ
の
様
子
を
地
元
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
生
中
継
し
ま
す
。
年
始
の

初
稽
古
で
は
、
小
中
高
校
生
が
同
じ
土
俵
で
相

撲
を
取
り
、
練
習
後
は
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
食
べ
ま
す
。
木
曽
町
で
は
相
撲

を
通
し
て
人
が
育
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
郷
土
愛
が
向
上

し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　

日
本
体
育
協
会
が
定
め
る
国
民
体
育
大
会

（
以
下
、
「
国
体
」
と
略
し
ま
す
。
）
の
開
催

基
準
要
項
に
よ
る
と
、
そ
の
目
的
は
（
1
）

広
く
国
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
、
（
2
）
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
て
国

民
の
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る
こ
と
、

（
3
）
地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
方
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
、
（
4
）
国
民
生
活
を

明
る
く
豊
か
に
す
る
こ
と
の
4
つ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
と
「
地
域
活
性

化
」
の
2
つ
に
集
約
で
き
ま
す
。
国
体
の
開
催

地
が
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

国
体
の
開
催
年
度
だ
け
で
な
く
、
大
会
終
了
後

も
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
長
野
県
木
曽
町
は
こ
れ
ら
の
目
的
を

達
成
し
、
「
国
体
種
目
の
ま
ち
」
に
な
っ
た
成

功
事
例
で
す
。
今
回
の
ア
ン
グ
ル
は
国
体
を
契

機
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
は

　

2
0
1
7
年
3
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
表
し

た
最
新
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
は
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ

え
る
」
な
ど
の
多
様
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ

る
こ
と
で
、
誰
も
が
楽
し
く
健
康
で
活
力
あ
る

人
生
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
国
体
が
一
部
の
競
技
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
開
催
地
に
暮
ら
す
市
民
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
天
皇
杯

獲
得
な
ど
の
競
技
的
成
功
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
の
ち
の
施
設
活
用
や
開
催
競
技
種
目
を
地
元

に
根
付
か
せ
る
地
道
な
取
り
組
み
の
方
が
重
要

で
す
。
国
体
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
会
後
も
遺

産
（
レ
ガ
シ
ー
）
と
し
て
地
域
に
残
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
．ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
活
性
化
に

お
け
る
国
体
レ
ガ
シ
ー
の
役
割

は
じ
め
に

図 1　やまびこ国体当時の広報紙
（写真提供：木曽町教育委員会）
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国
体
レ
ガ
シ
ー

　

で
は
、
国
体
後
も
遺
産
と
し
て
地
域
に
残

る
恩
恵
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
I
O
C
）
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
も
た
ら
す
長
期

的
・
持
続
的
効
果
を
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
国
体
の
よ
う
な
大
規
模
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
は
、
一
過
性
の
経
済
効

果
が
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
す
（
表
1
）
。

　

一
方
、国
体
レ
ガ
シ
ー
と
い
っ
た
場
合
は
大
会

期
間
中
だ
け
で
な
く
、開
催
前
か
ら
開
催
後
に
渡

る
長
期
的
な
観
点
か
ら
開
催
地
の
持
続
可
能
な

発
展
に
国
体
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
長
積
ら
、2
0
1
5
）。

　

I
O
C
が
発
表
し
た
「
O
l
y
m
p
i
c 

L
e
g
a
c
y 

2
0
1
3
」
に
よ
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ガ
シ
ー
は
5
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
（
1
）
ス
ポ
ー
ツ
レ

ガ
シ
ー
、
（
2
）
社
会
レ
ガ
シ
ー
、
（
3
）
都

市
開
発
レ
ガ
シ
ー
、
（
4
）
経
済
レ
ガ
シ
ー
、

（
5
）
環
境
レ
ガ
シ
ー
で
す
（
表
2
）
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
活
性
化
と
い
う
国
体
の
開

催
目
的
と
の
関
係
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー

と
社
会
レ
ガ
シ
ー
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
一
方
、
そ
の
他
の
レ
ガ
シ
ー
（
経

済
、
都
市
開
発
、
環
境
レ
ガ
シ
ー
）
と
社
会
レ

ガ
シ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

有
形
レ
ガ
シ
ー
と
無
形
レ
ガ
シ
ー

　

国
体
レ
ガ
シ
ー
は
形
の
あ
る
レ
ガ
シ
ー
と
形

の
な
い
レ
ガ
シ
ー
の
両
方
を
含
み
ま
す
。
有
形

レ
ガ
シ
ー
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
練
習
場
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
合
宿
所
や
選
手
村
な
ど
の
宿

泊
施
設
、
交
通
網
や
都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
で
す
。
一
方
、
無
形
レ
ガ

シ
ー
に
は
、
国
体
種
目
に
対
す
る
興
味
や
熱

気
、
開
催
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
、
市
民

の
競
技
意
識
の
向
上
、
友
好
や
尊
敬
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
が
有
す
る
価
値
の
浸
透
、
開
催
地
の
文

表 1　国体の経済効果（事前準備から開催年度にかけて）
開催年 大会 経済効果
2016 希望郷いわて国体 452.8 億円
2015 紀の国わかやま国体 641.4 億円
2014 長崎がんばらんば国体 505.4 億円
2013 スポーツ祭東京 2013 －
2012 ぎふ清流国体 502 億円
2011 おいでませ！山口国体 594.8 億円
2010 ゆめ半島千葉国体 322 億円
2009 トキめき新潟国体 621 億円
2008 チャレンジ！おおいた国体 523.3 億円
2007 秋田わか杉国体 1,060 億円
2006 のじぎく兵庫国体 470 億円
2005 晴れの国おかやま国体 671 億円
2004 彩の国まごころ国体 581.9 億円

※長野経済研究所（2014）と岩手経済研究所（2015）の公表資料より筆者作成

表2　国体レガシーの種類、定義、開催目的との関係（Olympic Legacy 2013）

レガシーの種類 定義 国体の開催目的との関係

スポーツ
レガシー

スポーツ施設の整備、スポーツに対する興味・熱気の高まり、実施率の
増加などによって、人々とスポーツとの関わりを長期的に強めること

スポーツ振興

社会
レガシー

友好や尊敬などのスポーツが有する価値を伝えるとともに、開催地の文
化・風習・歴史・地域性を再認識すること

スポーツ振興、地域活性化

都市開発
レガシー

交通網や都市機能を向上させるインフラを整備するとともに、開催地の
生活の質とまちの魅力を向上させること

地域活性化

経済
レガシー

長期的な雇用の創出、消費支出の増加、観光客の誘致などによって経済
活動を活性化させること

地域活性化

環境
レガシー

イベントを契機に環境へ配慮し、持続可能な発展につながる新エネル
ギーを利用すること

地域活性化

※長積・吉田・松永・井上・縄本（2015）を基に筆者作成
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化
・
風
習
・
歴
史
・
地
域
性
の
再
確
認
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
有
形
レ

ガ
シ
ー
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
人
々
の

思
い
や
情
熱
な
ど
の
無
形
レ
ガ
シ
ー
を
後
世
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま

り
、
有
形
レ
ガ
シ
ー
を
形
成
す
る
た
め
の
心
理

的
な
動
機
付
け
と
し
て
、
無
形
レ
ガ
シ
ー
は
主

導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
（
図
2
）
。
逆

に
、
無
形
レ
ガ
シ
ー
が
育
た
な
い
と
、
国
体
で

整
備
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

そ
の
後
住
民
か
ら
十
分
に
活
用
さ
れ
な
い
事
態

と
な
り
、
有
形
レ
ガ
シ
ー
が
負
の
遺
産
と
呼
ば

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化

　

表
2
で
示
し
た
よ
う
に
、
国
体
レ
ガ
シ
ー

は
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
、
都
市
開
発
、
経
済
、

環
境
の
5
つ
の
側
面

か
ら
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
こ
の

中
で
地
元
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
発
展
に
貢

献
す
る
レ
ガ
シ
ー
は

ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー

で
す
。
佐
伯
年
詩
雄

筑
波
大
学
名
誉
教
授

に
よ
る
と
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
と
は
「
人
類

が
人
生
を
よ
り
豊
か

に
充
実
し
て
生
き
て

い
く
た
め
に
、
そ
の

時
代
そ
の
時
代
に
先

人
た
ち
の
英
知
や
思

い
を
結
集
し
て
創
造

し
て
き
た
歴
史
的
・

社
会
的
な
ス
ポ
ー
ツ

レ
ガ
シ
ー
の
総
体
」

で
す
。
つ
ま
り
、
ス

ポ
ー
ツ
文
化
は
ス

ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
の

積
み
重
ね
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ

ま
す
。
国
体
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
一
巡
目
と
二

巡
目
の
開
催
を
と
お
し
て
国
体
種
目
が
社
会
的

か
つ
歴
史
的
に
地
域
に
根
付
い
た
状
態
が
、
国

体
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
体

に
よ
っ
て
起
こ
し
た
社
会
変
革
を
、
そ
の
先
何

十
年
も
か
け
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
う

や
く
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
や
生
活
様
式
の
中

に
ス
ポ
ー
ツ
が
文
化
と
し
て
溶
け
込
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
と
の
関
係
に
お
い
て
、
国
体
は

ゴ
ー
ル
で
な
く
始
ま
り
な
の
で
す
。

全
国
調
査
の
実
施

　

2
0
2
4
年
に
国
体
開
催
を
控
え
る
滋
賀
県

は
、
国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
活
性

化
を
問
う
全
国
調
査
を
2
0
1
4
年
に
実
施

し
ま
し
た
。
滋
賀
県
を
除
く
全
国
46
都
道
府
県

と
各
体
育
協
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
、
国
体

後
も
好
影
響
が
続
く
市
町
村
と
種
目
を
そ
れ
ぞ

れ
挙
げ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
挙
が
っ
て
き
た
市

町
村
と
競
技
団
体
に
再
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

し
ま
し
た
。
1
4
2
市
町
村
か
ら
回
答
を
得
た

結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
が
最
も
形
成
さ
れ

た
市
町
と
競
技
種
目
は
（
1
）
埼
玉
県
加
須
市

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
（
2
）
長
野
県

木
曽
町
の
相
撲
競
技
、
（
3
）
京
都
府
久
美
浜

町
（
現
京
丹
後
市
）
の
カ
ヌ
ー
競
技
、
（
4
）

山
口
県
長
門
市
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

2
．「
国
体
種
目
の
ま
ち
」に
な
る
た
め

に
は

図２　有形レガシーを残すための動機付けとして機能する無形レガシー（筆者作成）
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（
5
）
香
川
県
香
川
町
（
現
高
松
市
）
の
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
（
表
3
）
。
こ
こ
で
は
5
つ
の
事
例
の
う

ち
、
最
も
得
点
の
高
か
っ
た
2
0
0
4
年
埼
玉

国
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
競
技
関
係

者
と
行
政
担
当
者
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」
が
誕
生
す
る
ま
で

　

図
3
は
加
須
市
が
ど

の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
ま
ち
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
か
を
示
し
た

も
の
で
す
。
ま
ず
、
国

体
開
催
の
内
定
通
知
が

届
く
と
、
当
時
の
国
体

推
進
課
課
長
が
二
人
の

重
要
人
物
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
発
足
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
一
人
は
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
が
趣
味
で

隣
町
在
住
の
会
社
員
。

彼
の
民
間
人
と
し
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
加
須
市
に
広

め
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
も
う
一
人
の
重
要

人
物
は
元
宮
代
町
教
育

長
で
あ
り
、
考
え
方
や

利
害
の
異
な
る
関
係
者

を
調
整
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
し
た
。
彼
ら

二
人
を
中
心
と
し
て
国
体
種
目
の
指
導
や
大
会

運
営
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
加
須
市
山
岳
連
盟

を
市
独
自
で
設
立
し
、
国
体
へ
と
向
か
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

国
体
後
に
競
技
施
設
を
有
形
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
定
着
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
無
形
レ
ガ

シ
ー
の
形
成
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
加
須
市
の

場
合
、
人
々
の
間
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
対
す
る

興
味
や
熱
気
な
ど
の
無
形
レ
ガ
シ
ー
を
形
成
で図 3　埼玉県加須市が「クライミングのまち」になるまで（筆者作成）

表 3　スポーツレガシーの得点の高い開催地と競技種目（7 段階評価尺度）

開催地 種目 スポーツ
施設

スポーツ
指導者

地域内
連携

育成
システム

住民の
スポーツ

参加
国体種目
の評判

若者の
意識変化 総合

加須市 スポーツ
クライミング 6.5 6.0 5.0 5.9 6.3 6.5 6.5 42.6

木曽町 相撲競技 5.4 6.3 6.3 5.3 5.5 6.5 6.0 41.2
久美浜町 カヌー競技 6.0 7.0 6.0 5.8 4.0 5.8 6.0 40.5

長門市 ラグビー
フットボール 4.8 4.0 3.3 4.8 5.3 5.3 6.3 33.6

香川町 ハンドボール 4.0 6.3 4.8 3.8 4.0 5.0 5.5 33.3
※調査はびわこ成蹊スポーツ大学・吉田政幸（現在法政大学）と立命館大学・長積仁が受託し、実施した。
※それぞれのレガシーが国体後も地域に残ったかどうかについて「まったくあてはまらない（1）～おおいにあてはまる（7）」までの７段階
　評価尺度で測定した。
※集計では市町担当者と競技団体関係者の回答を平均得点化した（総合得点は49点満点）。
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き
た
最
大
の
理
由
は
、
国
体
後
も
知
名
度
の
高

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
続
け
た
こ
と
で
す
。
国

体
の
翌
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
、
3
年
後

と
5
年
後
に
は
2
度
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

2
0
1
0
年
に
は
全
国
高
校
選
手
権
を
開
催
し

ま
し
た
。
2
0
1
6
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
正
式
種
目
に
決
ま
り
、
市
民
は
加
須

で
育
っ
た
選
手
た
ち
の
様
子
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
で
胸

が
高
鳴
っ
て
い
ま
す
。
加
須
市
山
岳
連
盟
が
設

立
当
初
か
ら
掲
げ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
す
る
人
、
み
る
人
、
運
営
す
る
人
を
育
て

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
国
体
と
い
う
追
い

風
に
乗
る
こ
と
で
市
民
の
中
へ
と
浸
透
し
て
い

き
、
こ
の
共
感
の
輪
は
ポ
ス
ト
国
体
イ
ベ
ン
ト

を
次
々
と
開
催
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
広
が
り
ま

し
た
（
図
3
）
。

　

さ
ら
に
、
加
須
市
が
「
い
つ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
ま
ち
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
の
答
え

も
示
唆
に
富
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
の
結
果
、
加
須
市
が
市
民
の
間
で
「
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
2
0
0
4
年
の
国
体
開
催
年
度
で
は
な

く
、
そ
れ
か
ら
3
年
が
経
過
し
た
2
0
0
7

年
の
こ
と
で
し
た
（
図
4
、
図
5
）
。
国
体
開

催
の
実
績
を
活
か
し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
し
た
際
、
当
事
の
市
長
が

「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」
を
口
に
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
国
体
種
目
を
ま
ち
の
看
板

に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
国
体
は
ゴ
ー
ル

で
な
く
始
ま
り
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
で
は
2
0
0
0
年
以
降
に
市
町
村
合
併

が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
伝
統
や

生
活
様
式
の
異
な
る
人
々
が
共
存
す
る
ま
ち
が

数
多
く
誕
生
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
長
野
県

木
曽
福
島
町
は
2
0
0
5
年
に
日
義
村
、
開
田

村
、
三
岳
村
と
合
併
し
、
木
曽
町
と
な
り
ま
し

た
。
合
併
後
も
地
元
の
教
育
委
員
会
と
相
撲
連

盟
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
、
新
た
に
加
わ
っ
た

村
の
児
童
も
含
め
、
町
内
の
全
小
学
校
の
児
童

が
町
民
相
撲
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
現
在

も
「
木
曽
は
相
撲
ど
こ
ろ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
町
民
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
背

景
に
は
、
1
9
7
8
年
の
国
体
後
も
ま
ち
全
体

で
取
り
組
ん
で
き
た
町
民
相
撲
大
会
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
市
町
村
合
併
を
経
験
し
た
ま

ち
や
、
他
の
エ
リ
ア
か
ら
の
移
住
者
の
多
い
地

域
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
う
視
点
に
加
え
、

地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
い
う
社
会

レ
ガ
シ
ー
の
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す

る
だ
け
の
可
能
性
が
国
体
に
は
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

図 4　2004 年埼玉国体におけるクライミング競技（写真提供：埼玉県山岳連盟）

図 5　2007 年クライミング・ワールドカップ（写真提供：埼玉県山岳連盟）
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